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「日曜参観」及び「まごころバザー」の中止 
１０月末より、新型コロナウイルス感染症に感染した児童や職員が出始め、そ

の後、学級閉鎖や全校的な感染者の増加の傾向が見られました。その状況から、
子どもたちや参加される方々の安全、安心を第一に考え、１１月６日（日）に予
定していた「日曜参観」及び「まごころバザー」を中止することにしました。「日
曜参観」を楽しみにしておられたご家族のみなさんや「まごころバザー」が盛り
上がるように、これまで、何回も集まって話し合い等をしながら準備を進めてい
ただいていた、各学年の正副分会長さん、総務企画委員のみなさん、本会役員の
みなさんなどには、たいへん申し訳ない気持ちでいっぱいです。また、返金をす
るために、一旦食券注文票を回収した際、連絡帳に「バザーがなくて残念です。」
という声が多く、準備はたいへんですが、やはり「まごころバザー」は、子ども
にとっても、保護者の方にとっても、大切な行事なんだなあと改めて感じたとこ
ろです。なお、５年分会さんが販売を予定されていた３種類のパンについては、
一部キャンセルができませんでしたので、日曜日当日、５年分会の７人の方が来
校され、各学級ごとに仕分けをしていただき、教室まで運んでいただきました。
また、本会役員のみなさんも、バザー用品の仕分け等のため来校いただきました。
本当にありがとうございました。  

 

盛り上がった 図書館まつり！ 

「読書の秋」にふさわしく、 10 月 24 日から 28 日の間、
図書室で「図書館まつり」が行われました。おまつりの中で
は、くじを引いて、しおりをもらったり、多く本を借りられ
る券をもらったりできるコーナーもあり、とても盛り上が
っていました。これを機会に、これまで以上に本と親しむ子
どもたちが増えていったらいいなあと思っています。   
子ども話し方大会 がんばりました！ 

１１月３日の文化の日に、「第５６回子ども話し方大会」が行われ、立花小学
校から６年３組の渡邊ひかりさんが出場しました。演題は、「勇気のおはようご
ざいます」で、話し方のよさだけでなく、内容もとっても
素晴らしく、会場の人たちもうなずきながら聞かれていま
した。私も、聞いていて、ひかりさんの気持ちがとてもよ
く伝わってきて、じ～んときました。結果は、見事、「伊
万里市教育委員会賞」に選ばれました。おめでとうござい
ます。そして、これまで１か月ちょっとの練習（立花地区
在住の川田さんがご指導してくださいました）、立花小６
年生の前での発表、本番など、本当にお疲れさまでした。  

～ちょっとした あったか話～ 

時々、校長室にあるアジサイに水をやりに来てくれる１年生がいます。水やりをしてく
れる時に、いろいろなことを話すのですが、先日は、「校長先生、ぼく、ふわふわ言葉を
いっぱい使ったよ！」と言ってきたので、「おー、すごいね。ふわふわ言葉を使ったら、
気持ちよくない？」と言うと、「気持ちいい。反対に、嫌な言葉を使ったら、その嫌な言
葉が返ってくるっちゃん。」と言いました。その時の表情が、いつも以上に、にこにこし
ていて、とっても温かい雰囲気になりました。今、学校では、「ふわふわ言葉をたくさん
使っていこう！」ということで、各学級で話し合ったことを、代表委員会で出し合い、全
校的に、ふわふわ言葉をたくさん使っていこうという雰囲気が出てきています。多くの子
が実践し、ますます、「あったか立花小学校」になっていけばいいなあと思っています。

 

 


